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2Ta－3 幼児の思いやり行動の構造解析
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　目的　幼児の思いやり行動の発達過程を明らかにし、更にその精神構造を追求すること

によって. 思いやり行動を起こす要因を明らrかにしたい．

　方法　これまで作成した幼児の思いやり行動50項目の行動評定表により. 3才(年少児2

20名) i才（年中児410名) 5才（年長児300名）の幼児を対象に. sgt階の選択肢によって

思い･やりIt動を評定する．評定した結果を集計し各年飴ごとに行動項目の評定結果を因子

分析し.思いやり行動を起こしていると思われる一因子を各部齢ごとに抽出する．その結果

から. 思いやり行動を起こす要因を考察する．

　結果　各年齢ごとに思いやり行動を評定し因子分析をした結果、次の因子を抽出した.

　3才（年少児）　①協力・自己充実・気持の受入れ・我慢　　②援助　　③状況分析

3) 悄緒の表山　　⑤　自己主張

　4才（年中児）　①m助　　(21 気持の受入れ・葛藤・協力　　③　自己充実

④情緒の表出　　⑤　自己主張　　⑤状況判断

　5才( 年長児）　①mm ■状況判断　　②　自己充実・協力－　③気持の受入れ

④　自己充実゛　⑤情緒の表出　　⑤我慢

　以上の結果か.ら、自己受容と考えられる自己主張や情緒表山はいずれの年齢でも思いや

り行動を起こす要因として必要ではあるが,幼児期になると中心的な要因にはなっていな

い事が判明した．また.他者受容と思われる援助や状況判断の行動は, 5才児に第一因子

として表われた.その中間の行動が幼児期には非常に重要な経験と思われる．

2Ta－4 親子関係の心理劇（第３報）-もう１つの役割体験-
お茶の水女大生活科学　黒田淑子

　目的　親子関係の諸課題を生活縮図的に探究する方法として1日常生活にひらかれだ

心理劇の活用の可能性を探り，その方法綸的な特性をいかした課題の考究を行う。今回は，
親の役割体験に着目し，役割に規定されて孤立化する問題状況などを明らかにしながら，

いつもの役割とは異なる“もう１つの役割体験”が親自身の生き方を豊かにし，日常の親

子関係を活性化するので｡はないかという仮脱をたて，理論的・技術的・実践的に探究する。

　方法　1988～1993年度お茶大乳幼児集団研究会，児童集団研究会の親グループにおいて
行われた心理劇の中から. A.親の役割行為の可能性をひろげる心理劇. B.親とは異な

る役割を担う心理劇. c.日常をこえる役割体験をする心理劇を取り上げ，フィールドワ

ークによる実践資料をも参考にしながら，目的に応じた分析・考察を行う。

　結果および考察　心理劇の状況技法～A.生活縮図的な場面を設定して親の多様な役割

行為の可能性を探る心理劇：【問題場面へのかかわり方】【親子の役割交換】【親の補助

自我的な役割行為】その他。B．家庭と社会の交差領域において親とは異なる役割を取る

心理劇【“お母さん”の外出】。【ある日－いろいろ｡な役割体験】【“自分史”編集会議】

その他。C. 日常を超える空想的な場面で新しい役割体験をする心理劇【春・s ･秋・冬

の表演】【人生の輝きのとき】【新しい体験の旅】その他。

　日常生活場面や心理劇の行演場面において，親がもう１つの新しい役割体験をすること

は「発想の転換」「多面的なものの見方」「新鮮な発見・感動」「マンネリの打破」「ゆ

とりのあるかかわり方」などをもたらし，親子関係のダイナミックな展開の一助となる。
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